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東松島市矢本駅周辺地区都市再生整備計画 ○

令和4年度　～　令和8年度　（5年間） 東松島市

－ 　

－

－

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R4 R5 R6 R7 R8 策定状況

A-1 都市再生 一般 東松島市 直接 280 ― ―

合計 280

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 R4 R5 R6 R7 R8 策定状況

0

合計

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 R4 R5 R6 R7 R8

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H29 H30 R1 R2 R3

合計

番号 備考

東松島市矢本駅周辺地区都市再生整備計画 　東松島市

全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度）

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）
費用便益比

（延長・面積等）

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

東松島市 駅前広場整備等

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名 全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

0百万円 Ｃ 0百万円 Ｄ 0百万円
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
280百万円 Ａ 280百万円 Ｂ

・定義：市民満足度調査における駅周辺利用（駅前広場、トイレ、駐輪場等）の状況の満足度（「満足」と「どちらかといえば満足」の合計）
・目標「情報発信機能の構築によるまちのイメージアップ」を目指して、快適な空間環境の整備及びまちづくり活動や観光資源への支援を行うこ
とによる魅力向上と中心市街地の活性化への効果を検証する指標である。

17.0% 30.0%

・定義：矢本駅南口周辺の渋滞長（南口周辺5方向の朝夕ピーク時最大渋滞長の平均値）
・目標「公共交通の補完機能強化と利用者の利便性の向上」を目指して、朝夕ラッシュ時の渋滞緩和による安心して歩ける歩行者空間の確保と中
心市街地としての魅力向上への効果を検証する指標である。

40.5m 20.0m

　　計画の成果目標（定量的指標）

・矢本駅周辺の環境改善に関する満足度を 17.0%（基準：R3）から30.0%（目標：R8）に増加
・駅南口周辺の渋滞緩和を 40.5m（基準：R3）から20.0m（目標：R8）に減少

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（参考様式２）社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金） 令和５年１０月

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

大目標：「中心市街地における公共交通と連携した都市機能集約による賑わいの創出」
　目標1　情報発信機能の構築によるまちのイメージアップ
　目標2　公共交通の補完機能強化と利用者の利便性の向上



（参考図面）市街地整備

計画の名称

計画の期間 交付対象

（変更後）

東松島市矢本駅周辺地区都市再生整備計画

令和4年度　～　令和8年度　（5年間） 　東松島市

          社会資本総合整備計画

凡 例

基幹事業

提案事業

関連事業

観光案内

誘導サイン

Ｎ

■基幹事業/地域生活基盤施設

駅南駅前広場
設計、用地買収、工事（A= 2,500㎡）

□提案事業/事業活用調査
事業効果分析調査

成果の評価・効果発現要因の整理等

■基幹事業/地域生活基盤施設

情報案内板
工事（5基)

公衆トイレ

自転車駐車場

■基幹事業/地域生活基盤施設

自転車駐車場
工事（A= 45㎡）

■基幹事業/高質空間形成施設

公衆トイレ
既設トイレ撤去、用地買収、工事（1基）

■基幹事業/道路

市道河戸・町浦線
設計、工事（L=100ｍ）


